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「出題の意図」 
 
大学院博士前期課程において物理学を専攻するために必要な基礎学力を問う。特に、広い

分野の基礎になる主要科目（力学、電磁気学、量子力学、統計力学）の理解度を問う。 

 
 

「解答」または「解答例」 

別紙参照 

合否判定の方法及び基準 
入学試験は理工学研究科のアドミッションポリシーに基づき、これを満たす学生を選抜 
することを目的に実施しています。 
本研究科のアドミッションポリシーに基づき、総合的な視点により合否を判断していま 
す。 
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a) コイルの電流素片 Idlにより原点にはｚ軸の正の向きに磁場 0
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コイルの全周は2 Rπ なので、全体がつくる磁場は 0(0,0, )
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b) 平面電流はｘ方向へ流れる無限に長い直線電流の集合体とみなせるので、磁場のｘ成分
は０となる。観測点から等距離にある直線電流の作る磁場を重ね合わせると磁場のｚ成分
も０になる。平面電流はこのようなペアの集合なので、全体がつくる磁場のｚ成分も０とな
る。観測点から見た電流分布は，観測点をｘ方向，またはｙ方向に移動しても変わらないの
で、磁場はｘ，ｙ座標によらない。xy 面の上下で磁場のｙ成分は大きさが等しく逆向きで
あることを考慮して、アンペールの法則より、
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問題１解答



問題 2　解答
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ただし，nは全ての整数値をとる。

(2) 固有波動関数の内積を計算することで直交性を示せる。
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問題３ 解答 

(1) 重心の座標 

1 1( , ) ( sin , cos )x y x h h = +  

重心の速度 

1 1( , ) ( cos , sin )x y x h h   = +   −    

(2) 重心周りの回転運動エネルギー 
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(3) 重心の運動エネルギー、重心周りの回転運動エネルギー、ポテンシャルを考えて 
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(4) ラグランジュの運動方程式 
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xについて 

2cos sin 2 0Mx Mh Mh kx   +  −  + =  

 について 
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(5) ２次以上を無視すると 

xについて 2 0Mx Mh kx+ + =  



 について 2 2

0( ) 0h hx gh  + + + =   

(6) 固有振動解を代入して、Aと Bでまとめて 
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固有振動数 
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